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３０００回を振り返って         村島靖一郎会員 
 ６０年前を振り返って、ご報告方々、皆さんにお話
ししたいと思います。まず、大和高田ＲＣの創立は１
９６１年３月２８日、第１回例会は４月３日でした。私の
入会は２年後の１９６３年（昭和３８年）１月２９日第９３
回例会からです。その当時、一番やかましく言われ
たのは、義務と責任についてです。義務というのは、
例会への出席のことです。創立して１０年ほどはなか
なか年間１００％というのは難しかったのですけれど
も、それでも９９％以上というすごい成績で推移して
おりました。そして、１９７０年１１月の第１１年度から２
０００－０１年の第４１年度まで３０年間にわたり１０
０％をキープしました。１年間１００％を３０年間続け
たという驚異的な数字で、みんなよく頑張ったものだ
なと思っております。 
 先週は、第２回目のワンダーメイツの話をいたしま
した。第１回目は伊勢参りに行きました。ちょうど式
年遷宮の年に当たりまして、生徒４５名と３泊４日で
伊勢まで１２０kmを歩いてお参りしました。お白石持
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ジックが生み出されているということになります。すな
わち会員を増やし、資金を集め、思いやりの心を形
にしていくことこそ、ロータリーのマジックを現実のも
のとしていくことだと述べておられます。 
 また、こうもおっしゃっています。それは心から帰
属意識を持てずにいる会員がいるとすれば、
Diversity（多様性）、Equity（公平性）、Inclusion（包
括性）を受け入れることにより、その寛容さを持って
会員の居場所が保たれ、共通の目的のために結束
しやすくなり、それが会員増強にもつながっていくの
ではないか、ということです。 
 また、本年度の第２６５０地区ガバナー中本勝氏は、
「持続可能なロータリーに！ 共に学び、共に行動」
をテーマとされています。ロータリーの原点・基本に
立ち返り、奉仕と親睦を活動の両輪として有意義な
輝きのある活動を展開しましょうと語られていました。 
 ロータリー活動は楽しくなければなりません。楽しく
ないと続きません。楽しくないと人にも勧められませ
ん。まさしくそのとおりであります。私たちは何のため
にロータリーに入会しているのか、原点に戻ってじっ
くり考えてみましょう。そういうところから、私はこの１
年を始めてみようと思いました。 
 ２６年ほど前になりますが、入会当初、奉仕という
言葉には、漠然とした思いがございました。あまりに
広すぎて理解するには深すぎるものだと感じていま
した。その後、ロータリー活動において奉仕の実践
と学びを重ねる中で、奉仕とは奉仕する者も幸せで
あると感じられてこそ有意義なものとなるという思い
に至りました。 
 私が思う、幸せの三要素についてお話をいたしま
す。 
 １つ、自分自身が好きであること。人は誰でも長所
や短所があるものです。しかし、それらを包括してな
お、自分自身を好きでいることが重要だと思います。 
 ２つ、良い人間関係を持っていること、知人や先輩
後輩、親友と呼べる仲間、そして家族の関係におい
ても、良い人間関係を持っていることはとても重要な
要素だと思います。袖振り合うも他生の縁と申します
が、私たちの関係はロータリーという大きな輪の中で
知り合った縁でございます。ロータリーに入会される
以前からお知り合いや友人であった方もそこそこお
られるかもしれませんが、私の場合は、ほとんどの方
と面識がなかったので、このロータリーで関係をいた
だいたことに心から感謝をしているところでございま
す。これは一つの財産、ネットワークをいただいたこ
とと同じではないでしょうか。 
 そして、３つ目、人や社会に貢献していくことであり
ます。ビジネスにおける職業人としてだけではなく、
地域やその社会に関係する人たちのニーズや困り
ごとに対し耳を傾け、知恵と多少の時間とお金を使
い、手助けし続ける力量を備えている人のことだと思
います。 
 もっと率直に言い換えることができるならば、奉仕 
 
 
 
 
 
 

とは利他主義に集約されるのではないかと理解し始
めました。この利他主義は、利己主義の対局にある
ものです。人は物事を判断するとき、大抵一人称で
判断しがちです。自分自身にとって正しいか正しく
ないか、得か損か、善か悪かなどその場の状況に応
じ、自身の知識や経験に照らして判断しています。
そのことは何ら問題ないものとは思いますが、その
最終判断の中に、「ちょっと待てよ、相手にとってこ
の判断はどうなんだろう」と考えることができれば、こ
の思いやりの心こそが他者を優先する利他主義に
導いてくれる、第一歩になるのではないでしょうか。
「service above self（超我の奉仕）」、そして「One 
Profits Most Who Serves Best（最もよく奉仕する者、
最も多く報いられる）」につながるものであります。 
 私たちは、相手のニーズに寄り添いながら、互い
に「face to face」から「smile to smile」に、そして「heart 
to heart」へ、つまり人との出会いがまずあり、奉仕を
通じて共に達成感を共有し、それが互いの信頼関
係につながっていくこと、そのことをモットーにエンジ
ョイ・ロータリーを実践していかなければなりません。 
 社会が変化するのならば、私たちも変化しなけれ
ばなりません。時は人を待たずと申します。私が本
年度、「Next Stage、共に一歩前へ」のタイトルを掲
げたのはロータリアン、老・壮・青の皆さんが共に社
会の変化に対応されることこそ成長であると捉え、地
域社会のニーズに合った奉仕を拾い上げていくとい
う趣旨であります。 
 たとえ週に一度の短い時間の例会でも、一期一会
を大切にしましょう。そこにはほっとする心の通う友
がいる、そんな場所であってほしいと願います。 
 以上、親睦と奉仕をべースとして、大和高田ＲＣが
より結束し、より地域に受け入れられる、信頼される
クラブとして発展していくことを希望するものでありま
す。 
 次に掲げる４つの項目は、クラブ概況報告書にも
掲載されておりますが、皆様には十分ご理解いただ
けるものと考えておりますので、以下簡単に読み上
げさせていただきます。 
 ①ロータリーの原点・基本に立ち返り、職業倫理を
高め、「４つのテスト」を実践しましょう。 
 ②節度ある、品格にふさわしい会員増強を目指す
とともに、魅力ある大和高田ＲＣへと成長し、退会防
止に努めましょう。 
 ③クラブの歴史を再認識し、先人たちの思いを若
い世代に継承し、郷土愛を育みましょう。 
 ④本年度、第２６５０地区ガバナーとして奈良ＲＣよ
り中本勝氏が選任されております。同じ奈良県下の
ロータリークラブとして、地区大会はできるだけ全員
登録で、またできるだけ全員参加することを希望い
たします。 
 以上、簡単ではございますけれども、本年度に向
けての私の趣旨説明とさせていただきます。本日は
ありがとうございました。 
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出席率 

7 月 2日 90 61 59(0) 2 0 29 23 0 97.62％ 
6 月 25 日 91 61 56(0) 5 1 30 22 0 95.18％ 
6 月 18 日 91 61 53(0) 8 5 30 18 0 96.20％ 

（ ）内の数字はＷＥＢ出席者数内訳 



といって、白い石を一ついただいて、それを持って
お伊勢さんのお社の中へ入りました。新しいお宮で
すので、神様がまだ入っておられないということで、
一番奥まで入っていくことができました。参加した生
徒たちにとっては一生のいい思い出になったと思い
ます。 
 それから、創立２０周年記念事業として大和高田Ｒ
Ｃがスポンサークラブとなり、王寺ＲＣ、現在のやまと
西和ＲＣの設立総会が行われたのは、１９８０年（昭
和５５年）９月８日のことでした。そして、１９８１年３月
８日に認証状の伝達式があったのが第１００５回目の
例会でした。ちなみに、第１０００回の例会は１９８１
年２月３日のことでした。 
 それから、当クラブが地区大会をホストしたのは、
第１２１１回例会のとき、昭和６０年のことでした。羽根 
實ガバナーの下、奈良県立橿原体育館で行いまし
た。 
 ローターアクトの設立については、平成８年の第３
６年度、３月３日の第１７４５回例会にて、認証状の伝
達式を行いました。そのときのチャーターメンバーは
２４名でございました。 
 そして、足髙晋会員には、大和高田ＲＣのメンバー
として初めて地区のガバナーになっていただきまし
た。平成８年７月、第１７５７回例会のときでした。とこ
ろが、明くる年、平成９年１月１６日、任期中に足髙
晋ガバナーは亡くなられました。 
 第２０００回の例会は、第４２年度の平成１３年７月３
１日、池内博彦会長の下で行いました。 
 最後に、リズモー西ＲＣとの関係は、今後とも国際
奉仕委員会を中心にぜひとも交流を図ってほしいな
と思っております。どうぞよろしくお願い申し上げま
す。 
会 長 の 時 間 
 本日より新年度が始まります。大和高田ＲＣの第６
５代会長を拝命させていただきまして、いよいよ始ま
るなという思いでございます。そして、先ほど村島会
員から、第３０００回例会に寄せる思いと、乾杯の音
頭をいただきました。次の第４０００回例会に向けて
第一歩を踏み出せたような思いでございます。後ほ
ど所信表明にて、本年度への思いをお伝えしたいと
思いますので、よろしくお願いいたします。 
幹 事 報 告 
◎本日は通算３０００回記念例会となっております。
本年度よりロータリーのロゴが変更になっております
ので、通算３０００回例会の記念品として、出席委員
の方々より、クラブ章、バッジをお配りさせていただ
いております。まだお受取りでない方は、出席委員
の方までお申し出ください。 
◎本年度よりロータリーロゴが変更になっております。
前方の当クラブ幕と本年度のＲＩテーマ幕も変更とな
っております。本年度のテーマは「The Magic of 
Rotary」でございます。 
◎本日もお誕生日の方にお祝いの品を贈呈させて
いただきました。例年はバカラグラスでございますが、
非常に価格が高騰しておりまして、本年度は当クラ
ブのロゴ入りボールペンとさせていただいております。 
◎第１回定例理事会のご報告 
１．２０２３－２４年度決算報告承認の件  承認 
２．２０２４－２５年度収支予算（案）承認の件  承認 
３．２０２４－２５年度前期会費（案）徴収の件  承認 

４．職業分類の件  承認 
 伊森隆敏会員 生命保険 
５．長寿お祝いの件  承認 
 米寿（数え８８歳） 𠮷村忠雄会員 
 喜寿（数え７７歳） �  脩会員 鈴木勝士会員 
            黒松  健会員 
６．委員会構成変更の件  承認 
 伊森隆敏会員 出席委員会 親睦委員会 
◎ガバナー事務所、ガバナーエレクト事務所夏季
休暇の件 ８月９日～８月１５日 
◎大和高田ＲＣ事務局休暇の件 
 ８月９日～８月１５日 
ゲ ス ト 
俵本和美様（南都銀行高田支店支店長） 
誕 生 日 祝 
�    脩会員(7月 3日)丸野正徳会員(7月 3日) 
酒本將稔会員(7月 8日) 
創 業 記 念 日 祝 
木原常裕会員(7月 1日)中堀克己会員(7月 1日) 
安田志郎会員(7月 1日)吉井英一郎会員(7月 1日) 
涌田義昭会員(7月 1日)伊森隆敏会員(7月 4日) 
中川和久会員(7月 7日) 
喜寿祝 
�  脩会員 
地区委員委嘱状 
地区会員増強・拡大委員会委員 鈴木勝士会員 
地区職業奉仕委員会副委員長  村島靖基会員 
地区財団資金推進委員会委員  藤井宏典会員 
委員会報告及びその他報告 
〇会計報告  杉垣輝樹前年度会計 
 ２０２３－２４年度の収支決算会計報告をいたしま
す。お手元の決算書をご覧ください。まず、収入の
部、予算に関しまして４３３１万６３５０円、それに対し
て今期の決算金額は４３５６万３０６３円でした。少し
予算より増えている分は、新入会員の会費収入関
係などによります。支出に関しましては、予算が４３３
１万６３５０円、決算金額が３７６１万２０９０円でした。
繰越金額を入れますと、支出合計が４３５６万３０６３
円となりました。 
 皆様方におかれましては、支出で緊縮財政を心が
けていただきました。よって、単純な収支差額は３６
万６３７７円の減となり、次年度の繰越金額は５９５万
９７３円となります。過年度、コロナ明けの影響も多少
あったかと思いますが、多くの部門で予算額に比し、
ある程度緊縮された結果でもあります。よって、予備
費は使わず、ほぼ例年並の繰越金額となりました。 
 続いて、財産目録です。次期繰越金５９５万９７３円
の内訳は、財産目録の預金の部、普通預金南都銀
行高田本町支店の５４０万２７３３円と、前年度前払
い金５４万８２４０円の合計となっております。ほかに
南都銀行高田本町支店に記念事業積立金が９４２
万４５１５円、友愛基金が８４９万９３０８円ございます。 
 前年度の予算執行は全体として順調になされまし
た。 
〇会計監査  木原常裕前年度会計監査 
 今朝の１０時過ぎから４階事務局におきまして、樫
根会員と監査させていただきました。その結果、適
正であると確認いたしました。 
〇会計について  上田麻子会計 

 今年度の前期会費につきまして、後日納付書を送
付させていただきますので、よろしくお願いいたしま
す。今年度はＲＩの分担金が円安によって増額され
ています。財団寄付金の増額もありました。食費の
値上げもありましたので、非常に心苦しいのですが、
昨年度よりも前期会費が２万２０００円増額の２１万８
０００円となります。クラブ細則６条第２節の対象の会
員様、村島靖一郎会員、中井隆男会員、杦村喜芳
会員、川中光教会員、枡岡進会員におかれましても、
前期の会費は２万２０００円の増額の１５万８０００円と
なっております。期日までにご納付いただきますよう
によろしくお願いいたします。 
〇ローターアクト委員会  川中教正委員長 
 ７月１０日（水）午後７時より、経済会館７階におきま
して、第１回ローターアクトクラブ所信表明例会を開
催させていただきます。登録料は３０００円です。た
だいま出欠表をお配りしておりますので、ご参加の
程よろしくお願いいたします。 
 また、ロータリーとローターアクトをつなげる通信と
いうのをポスティングしております。本年度は第２６５
０地区のローターアクト地区代表を輩出しているとい
うこともありまして、これを機にローターアクトの活動
についてもご理解を広めていただきたいと思ってお
りますので、ぜひご一読ください。どうぞよろしくお願
いいたします。 
〇雑誌・ＩＴ委員会  中井俊之委員長 
 『ロータリーの友』のご紹介をいたします。ＲＩ会長、
ステファニー・Ａ・アーチック氏の記事がございます。
また、２１ページには各地のガバナーの方がご紹介
されています。 
ニ コ ニ コ 箱 
・本日、すがすがしい気持ちで例会に出席させてい
ただきました。会員の皆様のご支援、ご協力、よろし
くお願いします。 池木啓仁会員 
・一年間よろしくお願いします。  中井謙之会員 
・今年度、池木会長の下足番をして幹事業務に邁
進してまいります。 丸野正徳会員 
・３０００回例会おめでとうございます。先週大きな記
念品を頂き、ありがとうございました。 
 村島靖一郎会員 
・新会長ガンバレ!!  中井隆男会員 
・池木丸の出航を祝し。－希望と楽しみのある航海
を－ 杦村喜芳会員 
・池木会長、中井副会長、丸野幹事の就任を祝して。
下村さん、すばらしいコンサートでした。ありがとうご
ざいました。 �  脩会員 
・一年間よろしくお願いします。下村先生、テノール
コンサート、おめでとうございます。 村野淳二会員 
・池木丸の出航をお祝いして。先日の下村君のライ
ブでは、たくさんのロータリアンに来ていただきまし
て、ありがとうございます。私も出演しました。 
 出川裕一会員 
・祝３０００回。お誕生祝を頂いて。 酒本將稔会員 
・一年間よろしくお願いします。 
 吉田  暁会員 岡本𠮷行会員 𠮷村元嗣会員 
 吉村忠雄会員 寺田俊彦会員 中堀克己会員 
 森田康宏会員 東辻英郎会員 田中康正会員 
 山下精久会員 喜夛輝昌会員 廣橋健次郎会員 
 藤井宏典会員 吉井英一郎会員 山本忠行会員 
 西田陽昭会員 清水良彦会員 松村裕玄会員 

 布施隆教会員 酒本良司会員 髙木美香会員 
 堀内邦郎会員 中井俊之会員 當麻泰己会員 
 志賀正博会員 杉村喜之会員 
・池木丸の出航を祝して。 
 竹村惠史会員 船木克容会員 村井善治会員 
 植野昭三会員 樫根正起会員 堀川巳清会員 
 河村憲一会員 松尾光至会員 高橋正典会員 
 平岡雄一郎会員  
・池木会長、中井副会長、丸野幹事の就任を祝して。 
 𠮷村定義会員 黒松  健会員 足髙善徳会員 
 山田幸雄会員 林田光治会員 涌田義昭会員 
 山田  博会員 佐藤佳雄会員 杉垣輝樹会員 
 安田志郎会員 𠮷川利幸会員 川村英亮会員 
 垣本喜己会員 瀧本栄一会員 林  輝一会員 
 川中教正会員 
・新会長はじめ新役員の皆様の就任を祝して。 
 甲村侑男会員 鈴木勝士会員 脇本𠮷清会員 
 世古千代子会員 下村敏博会員 池田定嗣会員 
 木下庄司会員 牧浦  徹会員 𠮷川雅章会員 
 木原常裕会員 上田麻子会員 吉岡弘修会員 
 村島靖基会員 
・下村会員のテノールコンサート、おめでとうござい
ます。 杦村喜芳会員 
・長期欠席のお詫び。 足髙善徳会員 
 
会長就任挨拶 
                池木啓仁会長 

  皆さんから大変たくさんのニ
コニコを頂戴しまして、本当に
ありがとうございました。 
 本日、私はこの歴史と伝統あ
る大和高田ＲＣの第６５代会長
を拝命させていただきました。
本当に責任の重さを実感して
おります。次の世代への橋渡し

になれますように、精一杯努力したいと思います。 
 まず、最初にお話をさせていただくことは、本年度
ＲＩ会長ステファニー・Ａ・アーチック氏のテーマ「ロ
ータリーのマジック（The Magic of Rotary）」について
です。 
 クラブや地区が長年変わっていないからといって、
誰も変化を望んでいないわけではございません。つ
まり、私たちは現実の地域社会に合ったクラブへと
変貌していかなければ、次第にロータリーに魅力を
感じなくなっていくでしょう。 
 アーチック会長は、最も好まれる平和構築のため
の手段の一つとして、「４つのテスト」があり、これを
単に暗唱するのではなくて、真に実行できれば世界
は良くなっていくだろうというふうに述べられておら
れます。 
 実際に、会長が経験されたことの中から一例を申
し上げますと、ドミニカ共和国で浄水器の設置を手
伝われた際、汚れた水が浄水器を通して透明でき
れいな水に変わっていく瞬間をまざまざと少年たち
が見ていました。少年の一人が会長の袖をつかん
で、「もう一度、魔法を見せて」と言ったのです。安全
な水を手に入れることができれば、少年たちの人生
が劇的に変わることをお知りになりました。 
 それは、私たちが寄付をするたびに、新入会員を
迎えるたびに、事業やプロジェクトを終えるたびにマ

 


